
財）社会保険健康事業財団＜政府管掌健康保険生活習慣病予防健診後の保健指導＞  ①

 

目的 

政府管掌健康保険では４０歳以上の被保険者等を対象に生活習慣病予防健診

を実施している。その結果、指導区分「軽度異常」「経過観察」の者を対象に、生活

習慣改善と対象者の積極的な健康づくりを支援することを目的に、保健師による健

診後の保健指導を実施している。 

 

対象者 

 生活習慣病予防健診の結果、指導区分が原則として《軽度異常》・《経過観察》と

判定された者を対象とする。 

 

内容 

 対象者の経年的な健診結果と、「栄養」「運動」「休養」などの生活習慣に関する問

診票に基づき、図１の手法により、健診後の保健指導を行っている。 

 

 

 

 

 

 〈効果的・効率的な面接を実施する工夫〉 

①保健師パソコン 

 目に見えない身体の変化を視覚的に訴えるツールとして、また健診結果・

保健指導結果などの経年的なデータ管理に有効な財団独自のシステムを開

発し、活用している 

  ②パンフレット・媒体 

       財団で作成したパンフレット、及び媒体（各種測定機器、模型）を活用して

いる 

  ③「財団保健師活動の手引き」（全６巻） 

     保健指導の質の均一化を図るために手引きを作成し、保健指導の指針と

している 

評価 

 対象者毎の目標達成状況は、保健師パソコンを用いて次回相談時に評価を行っ

ている。 

  

 

 

 

                                                                                         
                                                                                               

個別相談

面接相談

文書相談

電話相談

事業所訪問による相談

来所相談

集団学習

健康増進コース

 （個別健康教育の手法を取り入れた事後指導）

① フォローアップコース

② 禁煙チャレンジコース

   ③減量チャレンジコース

図１：手法 図２：フローチャート 

②事後指導案内通知発送（日時指定）

         ③日程調整

       ④保健師派遣（事後指導実施）
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＊ 主として事業所訪問による面接相談（原則として年１回、平均２０分）を実施している -60-




